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武 内 智 ・彦
1は じ め に
本稿の目的は企業の福利厚生の供与が,企業規模 と賃金の間の関係にどのよ
うに影響を与えるかを示すことにある。何故大企業ほど高い賃金を支払うのか
については古 くから非常に多 くの実証研究がなされている。そ して多 くの仮説
が提示されてきた,,しか しながら目立った成果は挙げられていない。言及され
ることの多い論文であるBrownan〔IMedoff[1989]は6つの考え うる仮説
(能力差仮説 ・均等化差異仮説 ・組合仮説 ・支払能力差仮説 ・採用基準仮説 ・







































意味している。 これは以下の理由により正当化で きる1、第1に,社 宅や社員食
18ぐ268)第174巻 第4号
堂のよ うに大量購人す ることによる規模の利益があ る。第2に,逆 選択 の可 能
性がある財(保 険等)に ついては,各 個人で はな く企業 とい う団体 相手 に売 る
ことで,情 報 の非対称性の問題 を緩和 しうる。団体への参加者が多 いほ ど,こ
の問題 はよ り緩やか になる(FamulariandManser[1989])。




(1)の 最 適 化 の 一 階 条 件 は
4(h(躍,ガ)h1(躍,1).〈1「一 ノ〉=0
"'(烈",ノ)地2(卿,ノ)1〉一 φ1α 八り1Vニ0






で あ り,こ れ に つ い てP>0を 仮 定 す る 。 実 際 に はD<0に な る ロ∫能 性 を 計
算 上 排 除 で き な い 。 しか し な が ら,φ11<0を 考 え る と 負 値 と な る 可 能 性 は 非
常 に 小 さ い 。
こ こで,以 下 の 命 題 を 提 示 す る 。
命題1企 業規模が増大するほど,福利厚生の提供 も増える。
命題2企 業規模が増大するほど,賃金が増加 しうる。
第1の 命題 朔41V>0は 簡単 に示 せ る1⊃φ12〈0,ガ<0,ん1>0,4>0.
h11〈0を適川すれば 明 らかであ る。企業規模 の増 大 は福利厚 生供与 の コス ト
を賃金 に比 して相対的に低下させ る。 この ときその供与量が増 えるのは経済学
賃金,福利厚生と企業規模(269)19


















0で ある。そこから得られる結果は,企 業規模 と賃金の間に何の相関 も見ら















lVお わ り に
本稿で確認されたのは,企 業が福利厚生を供与するとき,賃金に対する企業
規模の影響が存在しうることである。この関係については,福利厚生供与に規
模の経済が働 くことが原動力 となっている。規模の経済が存在 しなければ,企
業の人件費の賃金と福利厚生への配分に企業規模が影響することはない。
ここでは賃金と福利厚生の分析に対象を限定 した。 しかしなが ら,本稿の提
示した福利厚生を導入 した労働市場のモデルは様々な規模問格差の問題に応用
できるだろう。規模間における人的資本蓄積の格差等,理 論的に解明されてい
ない様々な問題に対 し取 り組む際の新たなアプローチ として有用であると考え
られる。
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